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資料１２－１－１ 

 

函館工業高等専門学校中期目標・中期計画（平成 21 年度～平成 25 年度）（抜粋） 

中 期 目 標 

 2. 研究に関する目標 

  教育内容を技術の進歩に即応させるとともに教員自らの創造性を高めるため，研究活動を活性化させる方策を講

じる． 

 国立高等専門学校の持つ知的資源を活用して，地域を中心とする産業界や地方公共団体との共同研究・受託研

究への積極的な取り組みを促進するとともに，その成果の知的財産化に努め，同時に研究の質の向上を目指す． 

 

中 期 計 画 

 2. 研究に関する事項 

 ①研究成果の外部への公表の機会をさらに増加させる． 

②学校間の共同研究を企画するとともに，研究成果等についての情報交換を活発にする． 

③研究成果を教育にフィードバックするための方策を検討する． 

④学術研究のみならず教育改善に関する実践も重視し，外部公表を推進する． 

⑤地域共同テクノセンター等にて，全学的組織による管理運営を行い，地域企業に対する技術的指導の場として

の充実を図る． 

⑥研究費の競争的配分を継続する． 

⑦産業界や地方公共団体との共同研究，受託研究，また学校間の共同研究への取り組みを促進する体制を整備

する． 

⑧発明届出件数，教員が発明者になった特許出願件数，特許取得件数のいずれも増加するように，研究成果の

知的財産化などの体制を整備する． 

⑨研究の基本軸となる科学研究費補助金申請件数の増加と，研究の質の向上に向けた取り組みを全学的に推進

する． 

⑩研究と教育に関わる様々な分野の外部資金獲得に向け全学的体制を整備する． 

（出典 函館工業高等専門学校ウェブサイト） 

 

 

資料１２－１－２ 

平成 24 年度要覧： 教員一覧（抜粋） 

 

職名                              

Title 

氏名                       

Name 

学位   

Degree 

専門分野                                                    

Research Field 

校務                            

Duties 

教授 
Professor 

國 分  進 
KOKUBUN, Susumu 

  
コンピュータアーキテクチャ Computer Architecture  
教育工学 Educational Technology 

 

教授 
Professor 

太 刀 川  寛     
TACHIKAWA, Hiroshi 

工学修士   

M. Eng 
ソフトウェア工学 Software Engineering 

情報工学科主任 
Chairman of Department of 
Computer Engineering 
図書館長 
Director of Library 

教授 
Professor 

先 名  健 一 
SAKINA, Ken-ichi 

博士(工学) 

D. Eng. 

画像解析 Image analysis   
符号理論 Coding Theory 
電磁波理論 Electromagnetic Wave Theory                       
一般相対性理論 General Relativity           

 

教授 
Professor 

藤 原  孝 洋                
FUJIWARA, Takahiro 

博士(工学) 

D. Eng. 

情報通信システム Communications Networks                                                    
画像情報処理 Image Processing 

専攻科長（副校長） 
Director of Advanced Course 
(Vice-President) 
点検評価委員会副委員長 
Vice-Chairman of Review and 
Evaluation Committee 

准教授 
Associate 
Professor 

佐 藤  恵 一 
SATO, Keiichi 

工学修士   

M. Eng 
教育工学 Educational Technology 

情報工学科 3年担任 
Class Director for 3rd Year Students 
of Department of Computer 
Engineering 

准教授 
Associate 
Professor 

河 合  博 之        
KAWAI, Hiroyuki 

博士(工学) 

D. Eng. 
グラフ理論 Graph Theory  

准教授 
Associate 
Professor 

高 橋  直 樹     
TAKAHASHI, Naoki 

修士(工学) 

M. Eng. 

プログラミング言語論  
Principles of Programming Language                           
データベース Databases 

 

准教授 
Associate 
Professor 

後 藤  等 
GOTO, Hitoshi 

修士(工学) 

M. Eng. 
量子エレクトロニクス Quantum Electronics 

教育点検実施委員会委員長 
Chairman of Education  Review 
Committee 

教員  Teaching Staff 
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准教授 
Associate 
Professor 

東 海 林 智 也   
TOKAIRIN, Tomoya 

博士(工学) 

D. Eng. 

多変量解析 Multivariate Analysis                                         
信号処理 Signal Processing 

 

助教 
Assistant 
Professor 

小 山  慎 哉 
OYAMA,Shinya 

博士(工学) 

D. Eng. 

ヒューマンインターフェース技術  
Human Interface Technology 

情報工学科 5年担任、Class 

Director for 5th Year Students of 
Department of Computer 
Engineering 

助教 
Assistant 
Professor 

今 野  慎 介 
KONNO, Shinsuke 

修士(工学)   

M. Eng. 
生体工学 Biomedical Engineering 

情報工学科 4年担任 
Class Director for 4th Year Students 

of Department of Computer 
Engineering 

 
（出典 函館工業高等専門学校 H24 年度要覧 

 

 

資料１２－１－３ 

2012 年度版 研究シーズ集（抜粋） 

 

（出典 函館工業高等専門学校ウェブサイト） 
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資料１２－１－４ 

平成 24 年度 卒業研究発表プログラム（抜粋） 
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（出典 平成 24 年度卒業研究概要集） 
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資料１２－１－５ 

 

学習・教育目標の達成度の評価方法・基準に関する申合せ（抜粋）  

 

平成 17 年 9 月 12 日  

函高専達第 8 号  

学習・教育目標の達成度の評価方法・基準に関する申合せ 

1 この申合せは，函館工業高等専門学校「複合型システム工学」教育プログラム履修規程

第 7 条第 2 項及び第 11 条第 1 項第 4 号に規定する「目標の達成度の評価方法と基準」に

ついて定める。 

2 「目標の達成度の評価方法・基準」を別表「学習・教育目標の達成度の評価方法・基準

表」に示す。 

（省略） 

別表 

学習・教育目標の達成度の評価方法・基準表（抜粋）  

E 

コミュ

ニケー

ション

能 力  

E―1 技 術 的 課 題 について自 分 の考 え

をまとめ，他 者 と討 論 できる。 

「特 別 研 究 Ⅱ(専 2)⑧」において，発 表 会 の質 疑 応 答 の評 価

が 60％以 上 。 

E―2 技 術 的 成 果 を正 確 な日 本 語 を

用 いて論 理 的 な文 書 にまとめる

ことができる。 

「特 別 研 究 Ⅱ(専 2)⑧」において，論 文 の評 価 が 60％以 上 。 

学 協 会 における発 表 の予 稿 が予 稿 集 に掲 載 されたことによ

り達 成 したと評 価 する。 

E―3 技 術 的 成 果 を的 確 にプレゼンテ

ーションすることができる。 

「インターンシップ(専 1)④」において，インターンシップ報 告 会

のプレゼンテーションの評 価 が 60％以 上 。 

「特 別 研 究 Ⅱ(専 2)⑧」において，発 表 会 のプレゼンテーショ

ンの評 価 が 60％以 上 。 

学 協 会 で発 表 を行 うことにより達 成 したと評 価 する。 

 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料１２－１－６ 

 

平成２５年度 予算配分資料 

学内配分予算額：教育研究費内訳（抜粋） 

（出典 H25 年度第４回運営委員会資料２） 
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資料１２－１－７ 

平成２５年度校長裁量経費の申請について 
 

 
（出典 電子メール：平成 25 年度校長裁量経費の申請について） 

 平成２５年７月１６日 
  教職員各位 
 
                                  校長 
 
            平成２５年度校長裁量経費の申請について 
 
 標記の件について，下記の内容にて募集いたしますので，申請される方は提出期限まで 
にそれぞれの提出先へ申請くださいますようよろしくお願いします。 
 
                     記 
 
１．教員研究費 
（１）新任教員の必要経費 
（２）国内研修参加経費 
（３）学会参加経費 
（４）将来の科研費等の研究シーズとなる課題 
２．研究助成 
（１）本校と外国機関との国際交流事業 
（２）新規技術開発 
（３）環境技術・環境に関する研究 
（４）その他特色のある研究 
３．共同研究助成 
 従来どおり学内共同研究、学外共同研究の２区分とする。 
４．公開講座 
 平成２４年度に実施した１公開講座あたり２万円を配分する。 
５．その他 
 教員等顕彰表彰、特別経費等に配分する。 
 
配分方針 
１．申請できない費目について 
 経費区分１（１）を除き、パソコン購入経費を申請できない。プリンタ・プリンタ用 
消耗品は申請できない。（原則として学科の共用プリンタを使用していただく。） 
２．申請書の評価と経費配分方針 
 区分１～２については校長および校長が委嘱した教職員が評価を行い順位をつける。 
それぞれの経費区分で申請の総額が配分枠を越えた場合は、順位１位の申請については 
満額を、２位以下の経費については減額して配分する。配分枠ボーダーライン付近の順 
位の申請についてはさらに減額して配分を行う。但し配分方針１に示される項目が含ま 
れている場合は配分額から除外する。 
 区分３については別途審査委員会を構成し、審査を行う。 
 
提出先・提出期限 
提出先 
 教員研究費、研究助成 
 総務課長補佐（財務担当） 奥村（内線 6322） 
  sohosaza@hakodate-ct.ac.jp 
 共同研究助成 
 研究協力担当 佐々木（内線 6345） 
  kenkycho@hakodate-ct.ac.jp 
提出期限：教育研究費、研究助成 
     平成２５年７月３１日（水） 
     共同研究助成 

     平成２５年８月１９日（月） 
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資料１２－１－８ 
 

 

（出典 電子メール：平成 25 年度科学研究費助成事業公募要領等説明会） 

 

 

平成２５年度科学研究費助成事業公募要領等説明会の開催について 

 

平成２４年 ９月２４日 

 教職員 各 位 

                              校 長 

 

 

    平成２５年度科学研究費助成事業公募要領等説明会の開催について 

 

 

 このことについて，平成２５年度の科学研究費助成事業の公募要領及び補助金の適正な使用等に

ついての説明会を，下記のとおり開催しますので参加願います。 

 

 

                記 

 

 

１．開催日時  平成２４年１０月３日（水）１５：００～１６：００ 

         

２．場  所  大講義室 

         

３．内  容 

◆ 平成２５年度科学研究費補助金公募要領等について 

・ 平成２５年度公募要領等の主な変更点 

・ 科学補助金の適正な使用等について 

・ 不正受給・不正使用の事例照会 

 ・ 応募書類の記入方法の注意点について 
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資料１２－１－９ 

函館工業高等専門学校科学研究費補助金事務取扱規程（抜粋） 

 

 
 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料１２－１－１０ 

函館工業高等専門学校地域共同テクノセンター規程（抜粋） 

 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 

 

 

資料１２－１－１１ 

 

函館工業高等専門学校地域共同テクノセンター運営委員会規程（抜粋） 

 

 
（出典 函館工業高等専門学校規程集） 
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資料１２－１－１２ 

 

函館工業高等専門学校知的財産委員会規程（抜粋） 

 

（出典 函館工業高等専門学校規程集） 

 

 

資料１２－１－１３ 

（出典 電子メール：知的財産委員会委員長開催通知） 

知的財産に関する講演会 
 
日 時  平成２５年９月１０日（火） １４：００～１５：３０  

会 場  函館工業高等専門学校 大講義室 

 

 

１．はじめに   １４：００～１４：１０ 

    知的財産委員会委員長  近藤 司 

 

２．講演     １４：１０～１５：２０（質疑応答含む） 

  講師：生産システム工学科 教授 高田 明雄 

  演題：「発明を予感してから特許登録に至までの歩み（寄り道・回り道）」 

      ◆知財申請について考えたきっかけ 

      ◆新規性・進歩性 

      ・自然科学の原理に基づいたもの 

      ・誰でも容易に発明できないという根拠 

      ◆特許でかける網目（ざる特許） 

      ◆校内・機構での審査（特許の価値審査） 

      ◆特許（知財）申請がもたらしてくれた研究費 

      ◆考えを膨らます知恵と工夫 

      ◆特許関連手続きで、大変だったこと、よかったこと 

      ◆国際特許出願 

      ◆課題・反省（ライセンス活動） 

 

３．おわりに   １５：２０～１５：３０ 

    校長 岩熊 敏夫 



平成 25 年度 自己点検・評価報告書 第１２章 資料編 

12－12 

資料１２－１－１４ 

 

学生の卒業等研究発表における知的財産権の発生の可能性のあるものの取扱いについて（通知） 

（抜粋） 

 

 

（出典 電子メール：知的財産委員会委員長通知） 

 

平成２４年４月２３日 

 

本科卒業研究発表会指導教員 

専攻科特別研究発表会指導教員 各位 

 

                           知的財産委員会委員長 

                                鹿 野 弘 二 

 

学生の卒業等研究発表（本科卒業研究発表会並びに専攻科特別研究発表会を含む） 

における知的財産権の発生の可能性のあるものの取扱いについて（通知） 

 

 

 指導教員の指導・助言のもとで学生が行った本科卒業研究並びに専攻科特別研究において、そ

の内容に知的財産権の発生を伴い得る研究成果については、本来、知的財産権の権利化の必要性

を検討しなければならないこと、権利化する価値ありと判断した場合は、速やかに発明等届を提

出しなければならないことが、独立行政法人国立高等専門学校機構知的財産権取扱規則（以下「知

的財産権取扱規則」という。）第６条に定められています。 

この届出の前に校内の研究発表会で公開による発表を行わせるときには、対外発表に当たるこ

とから、指導教員、学生の権利の持分は不確定のままではありますが、知的財産権取扱規則第

14 条に基づき、対外発表を行うことの許可申請が必要となります。 

 これらのことから、指導教員においては学生に制度の趣旨を理解させるとともに、知的財産権

取扱規則に基づく手続きを遅滞なく行っていただくようお願い致します。 

 

 

知的財産権取扱規則（抜粋） 

 

第６条 職務発明等に該当する可能性のある発明等を行った発明者は、別紙様式１によ

り、所属長を経由して速やかに理事長に届け出なければならない。 

 

 

第 14 条 教職員は、知的財産権の発生を伴い得る研究成果について、学会発表、論  

     文投稿、プレスリリース等の対外発表をするときは、所属長に許可を申請し 

なければならない。（運営要領：別紙様式 1） 

２  所属長は、申請のあった対外発表について、知的財産権の新規性喪失とな 

らないことを確認したうえで許可するものとする。 

３  第１項の規定にかかわらず、学生の卒業研究発表など校内行事にかかるも 

  のについては、当該校長が発表を公開で行うか非公開で行うかを決定するも 

  のとする。 

 



平成 25 年度 自己点検・評価報告書 第１２章 資料編 

12－13 

資料１２－１－１５ 

 

（出典 総務課資料） 
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資料１２－１－１６ 

校長裁量経費実績（抜粋） 

 

所　　属　　等 職　名 氏　　　　名

1 一般科目理数系 准教授 竹花　靖彦 国際学会参加経費 190 150

2 一般科目理数系 准教授 竹花　靖彦 国内学会参加経費 420 80

3 一般科目文系 准教授 山下　純一 国際学会参加旅費 400 240

4 一般科目文系 准教授 山下　純一 国内学会参加旅費 200 55

5 一般科目文系 准教授 山下　純一 国内学会参加旅費 100 50

6 物質工学科 教授 鹿野　弘二 熱分析装置修理費 126

7 一般科目人文系 准教授 泊　功 国際学会参加旅費 150 140

8 電気電子工学科 准教授 森谷　健二 国際学会参加旅費 100 100

9 物質工学科 准教授 寿　雅史 ポテンシオスタット他の購入 250 250

10 物質工学科 教授 小原　寿幸 光電比色計 148

11 電気電子工学科 教授 森田　孝 国内学会発表旅費 240 200

12 情報工学科 教授 藤原　孝洋 国際学会参加旅費・参加費 437 400

13 一般科目人文系 准教授 臼田　悦之 国内学会参加旅費 114 90

14 一般科目人文系 准教授 臼田　悦之 国内学会参加旅費 30 30

15 一般科目人文系 准教授 臼田　悦之 国内学会参加旅費 80 50

16 一般科目人文系 准教授 臼田　悦之 国内学会参加旅費 30 30

17 一般科目人文系 准教授 臼田　悦之 国内学会参加旅費 180

18 電気電子工学科 准教授 柳谷　俊一 国際会議参加費・旅費 297 260

19 電気電子工学科 准教授 湊　賢一 国内学会参加費 55 45

20 電気電子工学科 教授 高田　明雄 サーモヒーター　他 211 200

21 情報工学科 准教授 佐藤　恵一
論文投稿費用及びデータ処
理ソフト

100 50

3,858 2,420

研究費

研究費小計（申請21件、配分18件）

校　長　裁　量　経　費　申　請・配　分　一　覧(H23年度)　　

申　　　　　　請　　　　　　者
申　　請　　理　　由

申　請　額
（千円）

配　分　額
（千円）

備　考

 
 

1 電気電子工学科 准教授 山田　一雅
メキシコ・シティー国立自治
大学との国際交流・研究

90 63

2 電気電子工学科 准教授 山田　一雅
スペイン・バルセロナ自治
大学との国際交流・研究

250 125

3 電気電子工学科 准教授 柳谷　俊一
ビスマスﾄﾞｰﾌﾟによる新規

熱電変換材料SnO2の変換

効率の向上

108 108

4 電気電子工学科 准教授 森谷　健二
高齢者介護施設における
薬の飲ませ忘れ防止装置
等の制作

200 200

5 電気電子工学科 准教授 湊　賢一
自律型水素吸蔵合金アク
チュエータに使用する水素
吸蔵合金の研究開発

500 400

6 電気電子工学科 准教授 山田　一雅

世界初のipod-touch/ipad
を活用した15～17歳向け
無線ロボット制御システム
教材の基礎開発

240 216

1,388 1,112

研究助成

研究助成小計（申請6件、配分6件）  
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1 キャリア教育センターセンター長 後藤　哲
平成２３年度地元企業
の需要調査継続費用

1,080 900

2 電気電子工学科 准教授 山田　一雅
無線ＬＡＮを使った教育
携帯端末の基礎調査と
開発

80 80

3 電気電子工学科 准教授 山田　一雅
無線ＬＡＮの超遠方接
続検証

120

4 一般科目人文系 准教授 臼田　悦之 新入生英語能力調査 170 170

5 物質工学科 准教授 清野　晃之
分析機器の修理及び点
検による教育改善につ
いて

350 350

6 一般科目理数系 教授 入江　俊明

生物工学基礎（専攻科
共通科目）における分
子生物学実験の試行的
導入

30 30

7 電気電子工学科 准教授 山村　豊
電気電子工学科第３学
年創造実験用電子部品
等の購入

430 270

8 実習工場 工場長 山田　誠 金型用整理棚、リフター 525

9 実習工場 工場長 山田　誠
CADEラーニング　ライセ
ンス

239

10 実習工場 工場長 山田　誠
エアドライヤー、エアフィ
ルタ

246

3,270 1,800

0 0

特別申請

特別申請小計（申請0件、配分0件）

教育改善助成

研究改善助成小計（申請10件、配分6件）

 
 

（出典 総務課資料） 

 

 

資料１２－１－１７ 

校長裁量経費共同研究実績（抜粋） 

 

（出典 総務課資料） 

年度 学内外別 件数 テーマ 金額

車いす利用者用オーダーメイド自助器具の開発 800,000

本校における授業時間割作成支援システムの開発 600,000

空気圧アクチュエータを用いた多指ハンドの開発に関する基礎研究 800,000

オープンタイプ冷凍ショーケース内流れに及ぼす外乱の影響 800,000

学内 1 不整地走破型移動ロボットの開発 1,000,000

自立駆動型水素吸蔵合金アクチュエータの性能向上に関する研究 1,000,000

超臨界・亜臨界反応装置の製作と未利用バイオマス資源の活用 1,000,000

学内 1 オホーツク文化の南下と『日本書紀』に見える粛慎との関係 240,000

筋ジストロフィー患者のための自助器具開発調査 600,000

路面電車を利用した太陽光発電の大量導入に関するシステム提案 420,000

省燃費競技車両の試作 740,000

道路規制用ラバーコーンの設置回収装置の開発 930,000

高齢者ＱＯＬ向上のための実態調査と介助器具の製作 782,000

学内 1 小型雪冷房システムの開発～雪・空気伝熱面形状と伝熱量の関係～ 500,000

A-MHAに利用する水素吸蔵合金の性能評価用装置の開発 500,000

リチウム電池用新規固体電解質の探索 1,000,000

平成24年度 0

平成22年度 学外 2

平成23年度
学外 2

平成20年度
学外 2

平成21年度
学外 3

校長裁量経費共同研究実績リスト

平成19年度

学内 2

学外 2
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資料１２－１－１８ 

競争的外部資金申請状況（抜粋） 

 

№ 公募母体 公募内容
公募
上限

年数
採択
件数

申請者 主たる担当者 申請内容 申請
採択金額

(単位:千円)

1 文部科学省
地域産学官連携科学技術
振興事業費補助金

不明

函館地域産業
振興
財団(本校は再
委託
機関)

小林淳哉,湊賢一,
清野晃之,浜克己,
上野孝,宮武誠

函館マリンバイオクラスター
～UMI(Universal Marine Industry)のｸﾞﾘｰﾝ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ～

継続
250,000

5,000

2 文部科学省

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ整備事業
（大学等産学官連携自立
化促進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「ｺｰﾃﾞｨﾈｰ
ﾀｰ支援型」）

1200万
以下

3 50件
函館高専を代
表校とし道内4
高専

小林淳哉 公募内容と同じ 継続 0

3 ノーステック財団 研究開発支援事業
200万以
下

2
17件程
度

函館高専を代
表校とし道内4
高専

本村真治，藤原孝
洋，平沢秀之

新しい魚道のあり方とその機能評価に関する研究 継続 1,600

4 日本学術振興会 先端研究助成基金 不明
東京大学，他3
社と共同

大久保孝樹
最先端ＰＧ（Mega-ton Water System）資源生産型革新的下
水統合膜処理システムＭＢＲ＋システムの開発

継続
55,809

970

5 経済産業省
戦略的基盤技術高度化支
援事業

4500万 2～3 270件
(株)生野製作
所
他2社と共同

伊藤穂高
共析めっきプラスチック成形加工法を用いた抗菌性容器の開
発

継続
30,000
1,290

6 寿原記念財団 研究助成 100万 1 12件 寿雅史 寿雅史
ゾル－ゲル法を用いたリチウムイオン二次電池用固体電解質
の調整

採択 1,000

7 経済産業省
戦略的基盤技術高度化支
援事業

9000万
以下

2
30件程
度

㈱日本アレフ 小原寿幸
ホタテ貝外套膜を用いた乳酸発酵と二段階酵素分解による呈
味性エキス粉末の製造技術の開発

不採択

8
南北海道学術振
興財団

南北海道学術振興財団助
成事業
学術研究

100万以
下

1 2件 藤原孝洋 藤原孝洋
構造物モニタリング用長短周期振動検出センサネットワーク
の研究

採択 1,000

9
南北海道学術振
興財団

南北海道学術振興財団助
成事業
学術研究

100万以
下

1 2件 寿雅史 寿雅史
ホタテ貝殻を利用した全固体リチウム電池用固体電解質の作
製

不採択

10
南北海道学術振
興財団

南北海道学術振興財団助
成事業
学術研究

100万以
下

1 2件 川合政人 川合政人 非常用発電装置に適した小型スターリングエンジンの開発 不採択

11
南北海道学術振
興財団

南北海道学術振興財団助
成事業
海外学会

20万以
下

1 5件 平沢秀之 平沢秀之 国際木質構造工学会議（WCTE2012）への参加・発表 採択 200

12 農林水産省
新たな農林水産政策を推
進する実用技術開発事業

3 不明 湊賢一 湊賢一
物流における道内農水産物品質保証に向けたLEDを活用した
病害虫防除システムの開発

不採択

13 農林水産省
新たな農林水産政策を推
進する実用技術開発事業

3 不明
釧路高専
渡邊准教授

田中孝 農水産加工工場における難処理排水浄化技術の開発 不採択

14 野口研究所 研究助成金 220万 1
10～15
件

寿雅史 寿雅史
共沈法によるリチウム二次電池用固体電解質

Li1.5Al0.5Ti1.5(PO4)3の調製
不採択

15
池谷科学技術
振興財団

研究助成 150万 1 47件 寿雅史 寿雅史
ナトリウムイオン二次電池用固体電解質の新規調整法の開
拓

不採択

16
日本板硝子材料
工学助成会

研究助成 150万 1
40件程
度

寿雅史 寿雅史 全個体リチウム二次電池用Li1+2XZr2-XCaX(PO4)3 不採択

17 JST
科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ連携推進
事業
活動実施支援

300万以
下

1
70件程
度

本村真治 本村真治 科学演劇を取り入れた　わかる科学講座 採択 1,824

18
日本アルミニウム
協会

研究助成事業
80万以
下

2
15件
程度

寿雅史 寿雅史
高周波加熱を利用したリチウム二次電池用
Li1.5Al0.5Ge1.5(PO4)3固体電解質の作成

不採択

19
徳山科学技術振
興財団

国際交流助成
30万以
下

1
10件程
度

寿雅史 寿雅史 2012 再生可能エネルギー利用に関する国際会議への参加 採択 100

20 服部報公会 工学研究奨励援助金
120万以
下

1
10件程
度

寿雅史 寿雅史
共沈法によるリチウム二次電池用固体電解質
Li1.5Al0.5Ge1.5(PO4)3作製方法の開拓

不採択

21
北海道経済産業
局

地域イノベーション創出実
証研究補助事業

2000万
円

1 不明 ㈱日本アレフ 小原寿幸
ホタテ貝外套膜を用いた高圧酵素分解処理による呈味性エキ
ス粉末の開発

22 NEDO
新エネルギーベンチャー技
術革新事業（フェーズＡ）

1000万
円以内

1 10件 (株)Will-E 本村真治
気温差エネルギーを活用した室温制御用自立駆動型開口部
自動開閉装置の技術開発

不採択

23
北海道大学
情報基盤ｾﾝﾀｰ

北海道大学情報基盤セン
ター
共同研究

50万 1
15件
程度

釧路高専
川村准教授

本村真治，森田
孝，宮崎真長

大型計算機技術に基づく研究推進と地元企業への展開及び
若手人材育成

採択
786

0

24 マツダ財団 研究助成
200万以
下

2
25件程
度

寿雅史 寿雅史 ホタテ貝殻を使用したリチウムイオン二次電池用固体電解質 不採択

25
泉科学技術振興
財団

研究助成
100万以
下

2
15件以
内

寿雅史 寿雅史
ゾル－ゲル法によるリチウム電池用セラミックス電解質
Li1.5Al0.5Ge1.5(PO4)3の作製

不採択

26 ノーステック財団 研究開発助成事業
40万以
下

1
20件程
度

寿雅史 寿雅史 放電プラズマ焼結法を用いたリチウム電池用固体電解質の作
製

不採択

27 ノーステック財団 研究開発助成事業
40万以
下

1
20件程
度

片岡沙都紀 片岡沙都紀 気泡混合処理土の強度発現性の評価に関する基礎的研究 不採択

28 文部科学省

国際原子力人材育成イニ
シアティブ事業（原子力人
材育成等推進事業費補助
金）

3000万
以下

3 8件程度 小林淳哉 小林淳哉 地域の食を守る意識をモチベーションとする放射線教育 採択

平成24年度競争的外部資金申請状況一覧

2013年3月31日現在

 

（出典 教員会議資料：地域共同テクノセンター報告） 
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資料１２－１－１９ 

特許出願実績リスト 

 

（出典 総務課資料） 

  

発明の名称 発明者 出願番号 公開番号 登録番号 出願日 登録日

ノイズ発生器、ノイズ発生方法およびノイズ応用機器 高田　明雄 2007-556940 WO2007/088987 4843798 2007年1月29日 2011年10月21日
イカ墨色素粒子の製造方法及び有機顔料又は染料並
びにこれらを用いた複写機用トナー、水生インク、油性
インク又は頭髪用染料

上野　孝 2007-215490 2009-046621 5273703 2007年8月22日 2013年5月24日

信号灯識別プログラムおよび信号灯識別装置 先名　健一 2010-085936 2011-216051 2010年4月2日
標識化された食品添加物、標識化された食品添加物の
製造方法及び食品の識別方法

小林　淳哉 2010-077712 2010年3月30日

食品若しくは医薬品又は飼料用の標識化された添加
物、同標識化された添加物の製造方法及び食品若しく
は医薬品又は飼料の識別方法

小林　淳哉 2011-071945 2011-227066 2011年3月29日

デジタルデータの情報埋め込み装置及び埋め込み情報
検出装置

先名　健一 2011-196948 2011年9月9日

有機顔料又は染料及びその製造方法並びにこれらを用
いた複写機用トナー、水性インク、油性インク又は頭髪
用染料

上野　孝 2004-251239 2005-097600 4605354 2004年8月31日 2010年10月15日

食品若しくは医薬品又は飼料用の標識化された添加物
の製造方法

小林　淳哉 2012-073499 2012年3月29日
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資料１２－２－１ 

 

函館工業高等専門学校紀要： 研究業績一覧（抜粋） 

 

 
 

（出典 函館高専平成 24 年度紀要） 
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資料１２－２－２ 

 

平成 24 年度要覧： 科学研究費補助金申請・採択実績（抜粋） 

 

 
（出典 函館高専 平成 24 年度要覧） 
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資料１２－２－３ 

 

外部資金獲得実績（抜粋） 

 

平成 24 年度 受託研究 受入一覧       

No. 研 究 題 目 申込者 

（企業名） 

研究経費（間

接経費含む） 

間接経費 研究担当者 申 込 

年月日 

受入決定

年月日 

1 「函館マリンバイオクラス

ター ～UMＩ（Universal 

Marine Industry）のグリー

ン・イノベーション～」 

公益財団法人

函館地域産業

振興財団 

理事長 松本

榮一 

4,400,000  400,000  物質工学科 

教授上野孝 

他 5名 

24.4.1 24.4.1 

2 共析めっきプラスチック成

形加工法を用いた抗菌

性容器の開発 

㈱日本アレフ

代表取締約堀

之内保 

1,290,057  49,617  物質工学科 

准教授伊藤穂高 
24.4.1 24.4.1 

3 最先端ＰＧ（Mega- ton 

Water System）資源生産

型革新的下水統合膜処

理システムＭＢＲ＋システ

ムの開発 

（独）新エネル

ギー・産業技

術総合開発機

構理事長村田

成二 

1,150,000  150,000  環境都市工学科

教授大久保孝樹 

- 22.4.1 

4 新しい魚道のあり方とそ

の機能評価に関する研

究 

公益財団法人

北海道科学技

術総合振興セ

ンター理事長

近藤龍夫 

0  0  函館高専 

環境都市工学科 

教授平沢秀之 

他 6名 

23.10.31 23.11.1 

合 計 6,840,057  599,617    

 

 

平成 24 年度 受託試験 受入一覧 

No. 試 験 種 目 申込者（企業名） 金額（円）（間接

経費含む） 

研究担当者 申込年月日 受入決定 

年月日 

1 X 線透視評価試験 松江エンジニアリング㈱ 
代表取締役犬塚富雄 

504,000  機械工学科教授 
山田誠 

24.4.11 24.4.19 

2 X 線透視評価試験 松江エンジニアリング㈱ 
代表取締役犬塚富雄 

378,000  機械工学科教授 
山田誠 

24.8.7 24.8.211 

3 放射能測定 函館市赤川町 382 
外山淳 

6,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.10.22 24.10.23 

4 放射能測定 加藤組土建(株)代表取締役
社長加藤健太郎 

30,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.10.29 24.11.8 

5 X 線透視評価試験 松江エンジニアリング㈱ 
代表取締役犬塚富雄 

315,000  機械工学科教授 
山田誠 

24.11.8 24.11.12 

6 放射能測定 株式会社アース技研 
外山淳 

6,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.11.12 24.11.12 

7 放射能測定 加藤組土建(株) 代表取締
役社長加藤健太郎 

12,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.11.16 24.11.16 

8 放射能測定 加藤組土建(株) 代表取締
役社長加藤健太郎 

48,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.11.19 24.11.19 

9 放射能測定 道東建設工業株式会社 
代表取締役高畠一雄 

6,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.11.30 24.11.30 

10 放射能測定 高須農園 
高須栄 

6,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

24.12.18 24.12.18 

11 X 線透視評価試験 松江エンジニアリング㈱ 
代表取締役犬塚富雄 

136,500  機械工学科教授 
山田 誠 

25.1.8 25.1.16 

12 放射能測定 渡辺孝昭 6,000  物質工学科教授 
小林淳哉 

25.3.18 25.3.19 

合   計 1,453,500    
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No. 寄附の名称 申込者（企業名） 金　額（円） 研究担当者
申　　 込
年 月 日

受入決
定

1 函館高専の教育・研究および課外活動
㈱メディアグローバルリンクス
代表取締役　林　英一

1,000,000
情報工学科
教授　國分　進

24.3.30 24.4.19

2 高等専門学校の教育および研究助成
日本データサービス㈱
代表取締役　白尾　宣彦

500,000
環境都市工学科
准教授　宮武　誠

24.5.11 24.5.22

高等専門学校の教育および研究助成 500,000
情報工学科
教授　國分　進

24.5.16 24.5.22

高等専門学校の教育および研究助成 500,000
情報工学科
教授　太刀川　寛

24.5.16 24.5.22

4
2012再生可能エネルギー利用に関する
国際会議に対する国際交流助成

（公）徳山科学技術振興財団 100,000
物質工学科
准教授　寿　雅史

24.5.25 24.6.4

5 機械工学研究のため
北海道電力㈱
総合研究所長　木村　貢

700,000
機械工学科
教授　浜　克己

24.6.1 24.6.11

6
函館高専のコンクリート技術教育および
研究助成

みぞぐち事業㈱
代表取締役　溝口　裕康

500,000
環境都市工学科
教授　澤村　秀治

24.6.4 24.6.11

7 高等専門学校の教育および研究助成 中村　和之 50,000
一般科目人文系
教授　中村　和之

24.9.25 24.10.2

8 高等専門学校の教育および研究助成 中村　和之 50,000
一般科目人文系
教授　中村　和之

24.11.28 24.12.5

9 高等専門学校の教育および研究助成
道南地区生コンクリート協同組合
連合会コンクリート技術センター 100,000

物質工学科
教授　鹿野　弘二

25.1.18 25.1.28

10
函館高専のコンクリート技術教育および
研究助成

(株)東鵬開発
代表取締役　久保　三雄

100,000
環境都市工学科
教授　澤村　秀治

25.1.29 25.2.6

11 高等専門学校の教育および研究助成
特定非営利活動法人環境防
災研究機構　北海道
　　　　　　代表理事　藤間　聰

1,000,000
環境都市工学科
准教授　宮武　誠

25.2.22 25.3.4

12
国際交流助成　マレーシアペナン国際
会議

一般財団法人向科学技術振興財
団
　理事長　向　　　恭　男

270,000
物質工学科
准教授　寿　雅史

25.3.6 25.3.21

- （寄附金移し替え） 福島高専 1,756,126
電気電子工学科
准教授　三島　裕樹

- -

7,126,126合　　　　　　　　　計

平成24年度寄附金受入一覧

3
(株)ＯＥＣ
代表取締役　鎌田　則行
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平成 24 年度共同研究受入一覧 

No. 研 究 題 目 申込者（企業名） 研究経費 研究担当者 申込年月日 受入決定
年月日 

 センサーLSI 内で動作する
モーター蛋白質の電気的
特性の解明 

国立大学法人 
長岡技術科学大学 

250,000  電気電子工学科 
准教授森谷健二 

- - 

希土類元素転科による酸
化スズ系材料の熱電変換
効率の向上 

国立大学法人 
長岡技術科学大学 

200,000  電気電子工学科 
准教授柳谷俊一 

 次世代シミュレーション
技術者教育プログラムの
開発 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

0  電気電子工学科 
教授森田孝 

- - 

「人間力」養成プロジェク
ト～課外活動など～ 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

0  機械工学科 
教授山田誠 

マルチラテラル遠隔制御
システムの発展的応用研
究－体験実習から卒業研
究課題等への展開－ 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

110,000  情報工学科 
助教小山慎哉 

ワイヤレス分散システムにお
ける通信技術の開発研究 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

210,000  情報工学科 
教授藤原孝洋 

間欠噴流乱れ場同時計
測に用いる多チャンネル
熱線流速計の開発 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

240,000  機械工学科 
助教剱地利昭 

空隙に磁性微粒子複合
材料を充填した小型フェ
ライトコアインダクタの３
次元電磁界解析による
最適化に関する研究 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

120,000  電気電子工学科 
教授森田孝 

運動技能の解析と訓練
を目的としたマルチメデ
ィア教材の開発 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

100,000  情報工学科 
准教授佐藤恵一 

Liイオン導電性セラミック
スの結晶化機構に関す
る研究 

国立大学法人 
豊橋技術科学大学 

160,000  物質工学科 
准教授寿雅史 

 コンクリート構造物の劣
化診断における，非破壊
検査手法の精度，結果
の評価に関する検討 

道南地区生ｺﾝｸﾘｰﾄ
共同組合連合会ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ技術ｾﾝﾀｰ 
ｾﾝﾀｰ長佐野佶房 

250,000  環境都市工学科 
教授澤村秀治 

25.2.19 25.2.26 

合   計 1,640,000    

 

（出典 地域共同テクノセンター資料） 

 

 

 


